
林竹二先生の教育哲学的綬業観I

Chancellor Takegi HA YASHI's Views of the lessons on the elementary education 1 
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I 教育村学的授業観の課題設定
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• 
とその

を通し

し、林竹二先生の教育思想とその行動の基盤を形成している、

リ(1)教育官学的人冊数Tt学の究IU]に取り組み始めている引
この私の林竹一:光'1ミの教有利学的人間教rt矧の!日j題については、夜、は、これまでの優れた先l，/:の品論
診に学びながら、林竹二先生の教育科学的J受業側、教育哲学的教職側、教育村学的人間教育制などの

〈つの製足立を設定して号察を試みてみるものである G 在、の本米のFiI19である林竹:j'L/t~のi~Æな教 rt

てその救官と

について辻、私の能力をはるか

なところにある

えるので、そこで本稿において

らllXり

る、

に様々の'下校でのJ受業実践の巡礼を続けてJぺ九:f域教育大学託ι就託されてから
とくに教育というものをわ:動をとおして問いつづけられJ(おているからであるり従って、
林竹二先生の教育村学的政業倒の究明は、実に多くの林光'1:.の小・Ijl・itV校における授業実践のうち、

rll .山校のそれにも|珂jlli1'1なにパ放するものの、主としてその多くを林先住の小学校における版業実践

を m~いて 45察を試みようとするものである口ところで今日、「授業という iili- は、 I則的以米今 I1 に

いたるまで、学校教育の現場で教師も児l'j'l:'I:.徒も広く -般に純}jJし、最近では大学でも、講義という

されているJ(へJ しかしながら今日な
どんな んでいるかについては、

2006 (、ド成18)年5)j131lH東現U採において、今辰博誌が i教育を苓えるjの

1I井)，iiに授業のマニュアルイメがどっさり読んでいるのを見ると、 IUJI…jの技業をどうするかについて、

日Iliの悩みが伝わってくるJと記述し、その教nlliの執みについてれ体的に、「しかしマニュアル泊り
ではJ受業はうまくいかないり知的興味や疑IllJ、つまずきとかみたJ受業でなければ、 子どもは乗っ
てこないけ集 "1 も !I~ まれない。興味や関心をかき.\.!~てる J受う誌をつくり 1'"す必要がある日…厳しいけれ

れさを体!践できるようにしないと、教自IliとしてやっていけなL、ILHtだJ(点輿 [1~~1~2006 (、1":成

1311付)とJfi摘しているり
t.: J しているのは、 1975(U({和50)ir 2月1911、十本

参制した勺

" と
べていることから来ているのそし

つ与えないで、すべてをなすjと抗う「教師の仕事についての、ソクラテスのJ明解であったJ と述べ

ているからであるりこのソクラテスの対-抗的問符から学んだ林竹:先性の授業lll!d告について 1-.111薫氏

は、 f寺本官二そのj臥併と行動1の中で、「詐i凶のぷ|味の校来;ではなく JRI、「まことに独特で、わたしたち
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の概念での授業とは異なってJ(9)、「教育の・つの断面をえぐり出したもの(上田薫氏)Jであると指摘
して高く評価している O 波多野完治氏もまた、林竹二先生の小・中・尚における授業の実践研究につ

いて、林先生が「宵城教育大学へうつられてからは、……自然、自分の学問も生きてきたのではないか、

…氏の専門はソクラテスである。…ソクラテスを深く研究すればするほど、ソクラテス流の教授をや

ろうと考えることは、当然のなりゆきであろうJ(/0)と指t市している。

このように林竹三先住の「教育が限りなく析学に近い」授業実践は、ソクラテスの対話的問答が「開

同」、「ソクラテス」、「人間について」、「プロメテウス」、「創世記」、「田中正造」などの自ら開発した「教

材『で』教える」授業の流れ(教授過程・指導過程)の中に展開されている。この林竹二先生の授業

研究は、まさしく林先住の「教師の仕事についての、ソクラテスの理解」に基ずく「教育官学的」授

業理論とその授業実践であると IIっても良いであろう。林竹二先生の教育哲学的授業観の頁.髄は、林

先生がソクラテスから教育の哲学を学んで、「学問というものは、一つのカタルシス (Katharsis:浄化)

でなければなJ(11) らないから、このカタルシス (Katharsis:浄化)としての学問に基礎付けられる「授

業というものもやはり一つの事の追求J(11) であると喝破しているところにある。林竹二先生は、授業

とは、学問、即ち「学ぶこと」を「問いつづけること」と同様に、「一つの事の追求」して、 11[1ち、「一

つの事のJI学ぶこと」を「追い求めること」によって、 Ifi分のあり万を変えるJIどこまでも自主的
で、継続的な努力J(12)をすることであると強調する。

林竹二先生は、日本各地の小・中・高校で、「授業をしてみて、ソクラテスが急に私の身近な人にな

ったことを感じたJa若く美しくなったソクラテスJ序)(13) と吐露している o I教師は何よりもまず授
業の中で勝負しなければならない」。この林竹二先生の「教育が|浪りなく哲学に近い」、教育哲学的授

業の思想と実践は、 H本各地の小・中・高校において林先生は、「授業で、出会ったソクラテス」、「若く

美しくなったソクラテス」の「プラクシス(行為)のな場を堅持J11) している O それは、林竹二先生

においては、 fどもの「それ(1-受業)における一つの事の追求、即ち集中力)を通じての Katharsis(カ

タルシス:浄化)すなわちいろんな汚れ一通俗的なもの、一般的形式的なものから、人間を清める仕事」

(日)である。その意味では、林竹二先/~:.の日本各地の小・中・高において行った授業研究実践は、林先

生の教育析学的人間教育観を基盤に侃える教育哲学的授業観の表出に他ならない。それは、林竹二先

牛.が日本各地の学校の「授業で出会ったソクラテスJa若く美しくなったソクラテス』序)を通して
の林先生の「人間形成の問題」として教育科学的授業の成立の可能性を探求することでもある。この

林竹二先生の教育村学的な授業研究は、大塚久雄氏のE1葉を借りれば、「学問的な観点から自覚的にJ(刷、
上同葉氏のi子葉を借りれば、「それ(授業)は林さんでなければ切れない切り方で、切れ味の独特のも

のでJ(R)ある授業実践である O そこで本稿では、底辺には林竹二先生の教育哲学的人間教育観の究明に

置きながら、直接的には林先生の教育哲学的授業観について林竹二先生の、第一・に教育析学的授業観

の課題設定一問題の所在、第二に授業への関心と授業実践への取り組み、第三に第一期の授業実践研究一

新しい教育の実際を体験し研究する授業研究の時期など三つの問題について課題設定して具体的な考

察を誠みようとするものである。この課題設定をより具体的にH次で示すと次のようになっている。

I 教育哲学的授業観の課題設定一問題の所在

E 林竹二先生の授業への関心と授業実践への取り組み

1.小・ rjl・尚校の「授業」への深い関心

2.林竹二先生の授業実践の巡礼

皿 第」期 新しい教育の実際を体験し研究する授業研究の時期

1.第 A期のJ受業研究の|ベ分
2. 第一期前期の授業実践の記録

3.新しい教育「教科書『でJ教える授業」への強い関心
4.授業とは1ilJか授業の志|尿内科の究IVJ
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林竹:先'1'.の教ず子科学的授業制 I

5.授業の常みと

それでは、林竹二先生にとって学校の教官官学的授業と り{ilJを意味しているのであろうかり

いて診察することでもあるそれは、林竹;一

話 林竹二先生の際業への関心と械業実践への取り組み

1.小・中・高校の f授業jへの深"
林竹二先生が小.1ft・高等学校の「授業jに深い関心を持ゥようになるのはいつの頃からであろう

か。そして小・中・高等学校の「授業jとは、林竹二先生にとって、 {IIJで、あり何を怠i味しているので

あろうか。林竹φ:先生が、教育関{系若やマスコミの関で、よく dわ札ている「林先生のさI'f[nlを越え
るJ受業の実践は、日域教育大学の学長に就任して「このあと一年ばかりをJ(17)、車屈する符城教育
大学の f封鎖と、ぞれをめぐる諸問胞の処理Aに追いたてられJねた「大学闘争が一段落してから
である。「そのあとで林竹二先生は、先ず「小学校に出かけていって、 J受業をはじめJ(17¥ 次第に
「全開の学校で授業を始められたJO似のであるりこの宮域教子子大学の大学碍争-と林竹三学長の fそれを
めぐる諸問題の姑理J、そして小・中・高等学校における「授業実践の始まり」について誌、日本竹コ

に掲載されている「林竹二略年譜jの「六九(昭和四十同)年六月j及ぴ f七二
のぼiに(19)、鰐i繋lf網つ適切に次のように叫されているわ

九(昭和問 l'問)年六月 古城教育大学学長に選出されるり当時、

さ中での独特の大学改革、大学づくりはんきな話題を呼ぶ。学長就任直後一品 に直前jしたが、全

果、全何でもかず少学集会の数時にわたる呼びかけ、

ない、封鎖学主自身によるドi

年

を行い(後に

、と

この頃から、小・IjI'~?校で I人 IIIJ についてj

も加わる)、次第に教育現場と

ドj、校に出かけていって、授業をはじめたJのは、了片品・ 1'.ll1. 'W-申以~ J.f，.:. tb~I. I は0)

(1969)年6月16日に山城教育大学学長に就任してからほぼ-1[:問ヶ丹後の昭和45

(1970)年10丹2211で、下f城教育大学的属小学校る年 1組の fr~話回 j の設業であるひそしてづ|き続き IriJ

{I: 10丹26討にはIIiJ附属小学校6年3組、同年11月11[1には同前属小学校6年2組において川端IKIJの

を打っているひこの宵城教育大学的弱小学校6年生に行った「開IltjJ の投業は、後の r揺 l~1Jと
って「教科書によって円1:会jの援業をやったJ(21)ものである円その立味では、林竹二先史の::(j 
luJを越える授業実践の内、最初のこの宮城教育大学詩属小学校6年牛舗の fl君主IJの校業は、その後の f間

同」、「ソクうテス J、「入院についてよ「プロメテウス J 、「信Ij llt-~L!. J、「問中正造」などの良ら開発した「教

材 fでj教えるJ授業とは異なって、教科書:を中心とする「教科汗{でJ教えるJ授業を行っている

おいて fソクラテスJのJ受業を行っているのこの交子
は、「ソクラテスの死jに関する授業 {22lであるが、ぞれは

とする「教科

については受業jをやるのもっとも授業とはとても斤えないけ一種の講ぷだむそれはそれとしてよL

でなら通用するわけだJI仰と、次のように所!惑を記述しているの

flO月26日 '!二前rlf、岡小で学長が校業をやるというのでみにし、くり小学校六{I:'1:に['1m につ
いて日立業iをやる。もっとも授業とはとてもパえない円 -f唱の講ri言だ口それはそれとしてよい。鮒

するわけだりう引かり、授業ではないと批判したら、こんどは授業にするため
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究につきあってくれという。どうにも林先生にはかなわない。J(23) 

111) J 11 日 午前rll、附属で、林先生の授業(?)をみる。このまえよりはいろいろと、導入が工夫
されているoJI幻)

林竹:先生のごく初則の、即ちlOJJ26 H午前中に行われた「て[n]t~ Jの「社会」の内ら開発した「教

材Jではなく、教科書をrt1心とする「教科書:rで』教えるJ1開同」の授業について横須賀薫.氏は、「附
属でなら通川する」としても「授業とはとても甘えない。一種の講話だ」、そして11月11Hの「二三和ll1J

のそれは、「このまえよりはいろいろと、導入が L夫されている」と記述して、横須賀薫氏は「導入の
ところがよくなったJI加と感忽を述べている。この林竹二先生の「開IAIJの授業に対する横須賀薫氏
の 10月 26 日の「段業とはとても言えない」、 I~稀の講話だ」、 11 月 11H の「導入がT夫されている」と

三う授業;~\附IÎ は、林竹:先生にとっては極めて不満であったらしく、横須賀薫氏によれば、林先生は『開

I，qの授業についてj(教授学研究年報)のIjlで、「林のHもきちんとそれを覚えていて、だいぶたって

から『ただ、私の記憶に残っているのは、授業をみてくれた横須賀薫氏に、事もあろうに“わたしの授業(?)

どうでしたか"などといって意見をもとめて、“先生はあれを授業だと考えているのですか"とからかわ

れたことであるlと書いているのであるJI山口この林竹二先生の7三葉は、林先生の新しい教育による「教
科書 lをjでなく、教科書:rで』教える」開凶の授業を、横須賀薫氏が現場の教自rJjと同様に、未だ「私
(林光坐)は授業とは何なのかを問うているのに、教師(横須賀薫氏)は授業を外から見て、いわばそ

のスタイルを問題にし、あるいは、そのもち合せのものさしで、私(林先生)の授業を評価するJIL5) 1同

定した校業観J幻)にとらわれていることを「からかった」のであろう。
林竹二先生の'出城教育大学附属小学校における授業の始動について、小野山平氏は、「まるで、すっ

かり熟した柿が、ある [J、本から落ちてきたというふうだったりかたわらでみていて、そのようにみ

えたJ(l7) と、次のように[lJIIIiJiしている。

「…この(大学闘争・の)あと-年ばかりを、林は封鎖と、それをめぐる諸問題の処理に追いたてられ

るいそして、そのあとで小学校に出かけていって、授業をはじめた。かれは、 63歳になっていたはずだ。

まるで、すっかり熟した柿が、ある FJ、木から落ちてきたというふうだったりかたわらでみていて、
そのようにみえたoJ (17) 

この「まるで、すっかり熟した柿が、ある U、木から落ちてきた」ように、突然、「小学校に出かけ

ていって、 J受業をはじめたJ'Jr~出について、林竹二先 't~ は、『教えるということ』の中で、「わたしが

J受業をはじめたのには、いろいろな動機があった」と記述して、その「いろいろな動機」について、

-つには、「はじめは、ごく IJ!王い気持で、とにかく授業というものをやってみようということ」、つつ

には、「わたしが教1i養成大学の"'j:長であったことも」、そしてミつには「それ以 L(に)、斎藤喜博さ

んが授業について書いたものを読んだことJI加など、二つの具体的な動機を挙げている。

「わたしが授業をはじめたのには、いろいろな動機があった。はじめは、ごく軽い気持で、とにかく

J受業というものをやってみようということでやってみたけわたしが教H養成大学の'予長であったこと

も、そのことと無関係で、はなかったかもしれません。それ以上、斎藤喜博さんが授業について古いた

ものを読んだことが、私に授業にたいする関心をよびおこしていたことも雌かです。J(掛

このように林竹-.)t/!:.が小学校において授業をはじめるその動機の第-は、「はじめは、ごく軽い気

持で、とにかく授業というものをやってみようということ」である。林竹:先生の小学校において授

業をはじめる動機が「はじめは、ごく中札、気持」であったことは、林光'1:.が、「授業『人間についてJJJ 
のItlでも、「人間についてという夜業をはじめて試みたのは、福島県郡山市の山間部にある白れ小学校

の、六年よt:.をキllTとしてであった口…この授業の準備は、決して充分なものではなかったり…このと

きは、目前打の授業を見せてもらうついでに、私もひとつ授業というものをやってみようというくら

いの軒い気持であった(傍点竿者)J IL7) と記述していることからも符易に理ー解できるであろうの林竹三

光斗:が福島県郡山rh(1 {~.小学校六年 '1-". に「人 IIUJ の授業を行ったのは、 Hí1和46 (1971)年2月19日で、
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林竹.';¥./1:.の教育村学的J受業観 l

こぴ〉クラス

は、私(林先生)が'白域教育太学で，liiJ僚 1-二、 :人と組んで、試みた綜i!?コースの i:.題J1:011である

林竹二A;tl:.が教tl去を成大学である日城教育大学の学長として故初は fごく軽い気持で、とにかく(小
学校の)投業というものをやってみようということでやってみた」としてもMら不思議なことではない心
しかしながら、林竹:先't:は、この 11'1'{;.小学校よりもさらにj7l:jカ月ほと<Iiijの、前年 (70[附手1145J 
ト月三十 .IIJに、宮城教育大学附属小学校6年生に「開 1:1ほ/Jの綬J業を後の「問問jと迷って「教

に触れた通りである打こ

しし

、みるのではなくやってみることによって、

第七巻く巻末に>)J (似のであるり従って、林竹J先生は、その「動機は簡単であっ
私は、いっぺん授業というものをしてみたかったJとしても、これら小学校の授業に対して必ずしも「ご
く戦い気持でJ取り組んだわけではなく、教科内:rでl教える新しい教育に「みるのではなくJ1触れ
てみたいというねがしγ('J、ぞれは、林光中の技業怠識においては、「軒い気持で」と Jうよりもむし

ろ「近い気持ちjで日受業をはじめたJと誌づたんかがより適切jであるかも矢11れないむ
I.nに、宮城教育大学問柄小学校の六年生に、問自主uの技業をしたれ

これが私が小学校でしたはじめての授業であった。動機は簡単であったの在、は、いっぺん按業という

ものをしてみたかったりすこし詳しくいえば、 i教科書で教えるjということが、どのようなこと

るか合経験してみたかったのであるりこれはいまから考えると、新しい教育(すなわち

でなく、教科古. rでj 教えるイ I:'l~)の実轄に、みるのではなくやってみることによって、触れてみた

いというねがし、であったかもしれないの(r林竹二著作集J第七おく巻末に>)J !伽
このように林竹三先生は、 f去に;何度触れることになるが、教OIfiの授業の「教育内科を媒介する i:.た
る媒体で、ある(]())教科芹について、教師は、;受業において「教科書を教えるのか、教科i号:で教えるのかJ、

パうなれば、教師によって「教科書はどのように能われるべきかj、占えも太きな関心を抱いていたので

あるのこの教f:rliの長支:の f敦子H"J討を妹介する I:.たる蝶f本であるJ(恥教科三千III1J題と共に、
いては、今、設し泣ると

にカ、かわる

についてなら、大学の学生も小学校の子どもも、それとふかくとりくむことはできるはずだ‘

とII‘う IÎ 葉に明らかなように、教育析学的授業制に恥ずく作為JI'r~ な教授学の成。:の問題に深く

関心、を抱いていたことであるり

「…わたしがJ受業をやることの動機の Aつに、こういうことがありますりわたしは大学で総介ゴース

のテーマに{人間lというもの選んでやっておりますれ I人間jにかかわる誌も恭本的、本質的な問題
についてなら、大学の学生も小校の子どもも、それとふかくとりくむことはできるはずだとわたし

は考えましたのこのわたしの考えを てみたかったというのも、わたし をやってみた‘つ

なっていま

らかなように村竹二先生は、教婦の税i，(からの校業の成立のIIf能性について、
にかかわる事柄であれば、大 17:でも中?とでも小学校でも在派に長;業はできる

業人IlIJについてれと考え、そしてrどもの観}.¥からの版業の成。:のuf能'れについては、[人II¥Uにか
かわる最も基本的、本質的な間胞についてなら、大学の学'tも小学校の子どもも、ぞれとふかくとり
くむことはできるはずだJと号えている。それは、教師と fども、 fとともと fどもの、 i暖かいddE凶気
。〉

f 、
どのようにして授業の 1[-どもの宇突を変え、だをつくりmしてゆ

立の問題で、あるのと

子どもも、
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とふかくとりくむことはできるj普遍的な授業(授業学→教授学)の成立の問題に深い関心を抱いて

いたことも、「わたしが授業をやってみたつの動機になっていJ(:1I)ることは確かであろう〉
林竹二先生が小・中・高等学校において授業をはじめることを決意する第二の動機は、林先生が「わ

たしが教員養成大学の学長であったことも」挺関係ではないと吐蕗しているように、林先慌が教員養

成大学である符城教育大学の学長として教片養成の責11:感から「とにかく授業というものをやってみ

も

と考えていたからである

このことは、持竹二先生が教師の専門科に関して、「教師は、その仕事の本質からいえば、 i民師以上に

高官に、専内的な仕事に対して、立任をもたされているjと次のように力説していることからも容易

に到!角J(.できるであろう口

「教師は、そのイI:y.fi，の本質からいえば、|民師以一上に高度に、専門的な仕事に対して、責任をもたされ

ている。 fどもがもっている可能性にとりくんで、これを引き出すという仕事は、病気をなおすよりも、

よ与も、はる る

をそなえていなv¥J

J~ に白しよ反 11' をしているのである。柿竹三光松は、「学校教育の核心は、授業である口したがって、教

師は、一人…人が扱業の専門家でなければならないJ(:J2)と考えているからである。林竹三先生が、「林

竹二略年譜」によれば、白城教育大学学長に併避された「七三(昭和何十七):WJ頃から、本格的に「小・
中学校で f人間について~ r関与lJlの授業を行い(後に『告Ijitt deJ ~'llf 11 I 正浩~ rソクラテスJ等も加わる/、

との関わりを深めjている。椋1Ir.，先生辻、 f教師の専門家としてのfV11練J に関して
をそなえていなし

している、と言うよりも強烈な

る宮城教育大学の学長である林竹三先生が、

重い気持ち|で、学校、特に「小学校に出かけていって、授業をはじめたJ二つ日の大きな動機もこ
こに求められるであろうけ

林竹二先!f:.が小学校において授業をはじめる第三の動機は、斎藤存博氏の「著作とのであいに

ら、林1Ir:先生i土、 J議藤喜博氏の「著作とのであいjについて、げ〉たしが教員養
ったことよ fそれ以 1-(に)、斎藤吉博さんが設業に引いて書いたものを読んだこと

にたいする関心をよびおこしていたことも確かですJ(約と吐露しているからであるり

竹二先生i土、斎藤内博氏の「著詐とのであLりは;llについて、 iOio1t:(-渦九七Q{f)六月はじめから、私
は、四 I.nばかり病院佐治を余儀なくされた時、「わたしが教民主義成大学の学長であったことJrそ
れ以卜'.(に)府藤喜博さんが授業について書いたものを読ん(傍点筆者)Jで、「私は、蔚藤さんが jえ

どもの事実を変え、事実をつくり出してゆくその方法の中に、ソクラチスの)ji，去が年きではたらいて

Llした(:)，1)と、次のように述べている。

六月はじめから、私i之、間十Hばかり

を与えられて、私はその名と仕事について学生から毘いて

とりよせて、会るようにI沈んだのたしか汚時七時mていたとおもうが、

くされた心久しぶちで
;み
ど

荘、は斎藤さんが子どもの事実を変え事実をつくりIfiしてゆくその方法の中に、ソクラテスの方法が生

きではたらいているのを凡て、昨日したりJ(;)1) 

林竹二先生は、斎藤喜博氏の「著作とのであい(川によって斎藤忠陣氏の授業の中に「ソクラテス

のJii去が'kきてはたらいているのを見て、鰐11したJのである O それは、斎藤存博氏の授業の「子ど
もの事実を変え、事をつくり出してゆくその方法Jである。斎藤存博氏は、在分の授業について
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たし(斎藤喜博民)の授業の考え方でも、正しさはl時定しであるものではない (:jへそれ故に「授業に

おける追求J仰の方法(あり方〉は、「それはまさに学問での泊求のやり方と同じだといっても益、言、 I(;l6) 
と述べているの授業とは、斎藤喜時氏によれば、「子どもの事実を変え、事実をつくり出してゆくその

で、それは具体的には f設業における追求j によって urfj~になり成立するの日正しさは同定して

あるものではないj怖からであるわ斎藤喜博氏は、「授業における追求jが「子どもの事実を変え、事

実をっくり出してゆくその…Ji法J(口[Jち授業の成立〉について、よち具体的に「正しさは問先しである

ものではない」から「教掃と子ども、子どもと子どもの関絡でj、「正しきJを f話し合い追求してい

くうちにJ、そして fそういうことが引ぎつぎと行われていったとき、 子どもたちは、勉強とはなんと

おもしろいものなんだろうと思い、未知の世界を追求していくことのおもしろさを身体で覚えるよう

になるのだと思うJ(おと次のように認識しかっ明快に説明をしているω
と子ども、 fどもと子どもの関係で一つのしさに到達するが、さらに話し合い追求してい

くうちに、前のAという正しさがおというつぎの高きでの!正しさになるひそこにいったときに子ども

たちは、非常な吉-びを持ち緊娠し新鮮にな q てくるのぞれがく'1埜獣〈勉強)を自由にあやつれるよう

になった〉という発言になってくる。さらに追求していくうちにCの正しさに到達していくりそうい

うことがつぎつぎと行われていったとき、子どもたちは、勉強とはなんとおもしろいものなんだろう

と思い、未知の世界を追求していくことのおもしろさを身体で覚えるようになるのだと思う。(傍点筆

斎藤喜博氏の の核心は、 と子ども、子どもと子どもの関係ム長11ちi援かい雰間気の

の中で、罷定しては存荘しない「正しさ」を話し合い追求して行く過程、 dわば授業におけ

る訴し合いによる「正しさの追求jにあるのこの ilEしさJの「綬来;における追求」を可能にし桜i埠

るものは、斎藤喜博氏によれば、つの正しさJから「次の高さでの正しさじなる」、そして「さ

らに追求していくうちにCの正しさに到達していく」と言う、子どもたちのこの緊張し新鮮で非常な

喜びで、あ号、未知の世界を追求していくことができる勉強のおもしろさである

がおというつぎの高きでの正しきになる H事の、子どもたちのこの緊張し新鮮な「非常な再びjにつ

いて嘉藤高博氏は、例えば小学校4年生の授業の「勉強というむずかしい慌獣を詞riJにあやつれるこ

とができるようになったんだy併と斤う感想に良く現れていると考えている。既に明らかなように「京
藤克博氏の全集をとりよせて、会るように読んだj林竹コ先生は、これらの嘉藤再博氏の「子どもの

を変え、事実をつくりlHしてゆくその)j法J、即ち「授業で、の追求の質(府藤喜博氏)Jの高さと

深みに、「ソクラテスの方法が斥耐きではたらいているのを見てJi陛tJした」のである
この斎藤喜博氏の f著作とのであいjに関して、「これ泣斎藤先生のおかげだと申し上げたいんで、すが、

舵業というものをやってみようという気がおきて (391、「それが授業をやゥて見て、大げさな

なりますが、教育の現実、しかも、具体的な学校教育にきりこんでゆく大事な手がかりが、見えてき

たような感じがして、わたしとしてはたいへんうれしい気持ちでおちます(約と感謝の念を抱いてい

るのである口とすれば、林竹:先生が小学校において授業をはじめる大きな融機の一つに、

の f著作とのであいJ 、「夜、に授業:にたいする関心をよびおこしていたことも確かJ(鮮なことである
ちなみに、林竹二先坐が斎藤喜博氏の著作と出会う「きっかけを作っJ(mたのは小林洋文氏で為る

年に f椛;業・人1111についてjを間行し小林洋文氏iこ送弔し

た時のサインに、「若が f教育学のすすめjを読むきっかけ合作ってくれなかったら、手本はまだ斎藤さ
んを知らず、 J受業への械もできなかゥたかもれない (~l)と書いているからであるひこの間の経緯につ

いて、小林洋文氏は、 1970(昭和45)年、「私が古城教育大学へ研究主で通っていた時にj、「先生に斎

藤喜博先生の f教育学のすすめj(筑牽書房〉という本を差し出して、 l先主、これ読んでみま

ってお勧めしたんですjと、次のように同顧している O

「…弘が官城教育大学へ研究生で通っていた時に、学内の止主協の本!設さんで先生とばったり出会いま

48-
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したむその時 (1970(昭和45)年5n)、先生に斎藤喜博元!-f:.の f教育学のすすめj(筑摩書房)とい
う本を差し出して、子先生、これ読んでみませんかjってお勧めしたんですっそうしたら先牛.が、

んでみようiと2まって!'lい求められたのですc ……先坐はこの直後の六月に、子術のために問 j-Ht珂
ほど附鴎病院に入院されましたっその時に、ミli時刊行中だった斎藤喜博全集全十八巻のうちの既刊の

七冊を取り寄せて、人説中に令部読でしまわれたのですのそして、その111'からすっかり森藤喜博に惚

れこんじゃた

このように林作二先生が小・中・高等学校の「授業jに探い関心を持ち、授業実賊lこ取り組むこと

になったのは、 f長いこと教育を問題にしながらも、学校教育の実際にはほとんどなち入ることができ

ないでいたj樹林竹二先生の戸手間(の追求)と綬業(学問的経験)での追究の震とをq なげてい」

く教官官学的授業側を擁立する Lで、肢も重要な契機となっているのである

2.林竹二先牛Aの設業実践の巡礼

既に触れたように、林竹て先やは、司本の教育関係者には、既ぷ広く知られているように、宮城教

育大学長に就託されてから晩年の「卜五年間をJヘ川教育の再'Eをもとめてj、全開の小・中・高な
ど実に嫌々の学校での授業実践の活字しも続けてJ仰いるの正確には、「このあと(学長就任後)
かりを、特は(学生の講義械の)封鎖と、それをめぐる諸問題の処理に追いたてられる (17)が、

あとで小学校(白域教育大学的属小学校)に出かけていって、授業をはじめた(九いことは先

ところであるりそして「林先生仁とって結後の授業となってしまゥたj授業実践は、玲84

年2月711に甫お飾高等学校で行われた授業 1人間とはなんだろうか1である制。林竹・二先4.は、

1977 (昭和52)年 2) j 1 H の「二 ~.Olnl l=lJに吋たる浦添市持森小学校4年野村学級の授業実践を
えたところで、白らの授業実践について、「私の二三O~IJの授業はこの(授業の持つ)不思議にふれる

よろこびと、またその秘密をとくかぎを求める願いに導かれての巡礼であったといえるかもしれない

什奇点筆者) (似と述べているのそして林竹二先生は、自らの授業実践の巡礼について、「私の二三O凹

の従業はム fこの初対面の在、と、子どもたちとの間にこのふかい触れ合いをつくりmす授業Jの、「ニ
ふれるよろこびと、またその程、告をとくかぎを

えるかもしれないJ(似と述べている

1970 (n({布145)年10月2211、宮城教育大学附属小学校6年 1組で、行われた第 a 回の授業 f開いIJを
始めとして、「ソクラテスム「人間についてム fブロメテウスム「部世記」、「問中正造jなど全凶作地
の学校でその内科を変えながら行われた「林先牛.0)牟1百|日|を越える授業の実践J(;1) ，ま、「その校:楽:のな
かで深く学んで、いく fどもたちのゆるぎない JJ~突をとおして、

さらには{人間の可能性とはなにかj を 1~lj いつづけ(恥たのであるの日

を「その御研究も、その授業実践も、総て先't:においてはブラクシス(行為)という設してい
たように忠われるj閣と詳しているが、林竹二先生は、文7・通り、「とくに教育というものを行動をと
おして向いつづけJCl) ているのである O その意味では、林竹二先牛~';;L 1970 (昭和年10H22Hに

城教育大学F付属小学校61f. 1組において行われた第.~IJの授業{開凶J から、 f林先生にとって

となってしまったム 1984(附和59)年2月7Hの甫葛飾高等学校で行われた授業「人間とはなん

だろうかJまでの、ほほ14年[Hjに川る全問の小学校・小学校・高等学校、挺には家庭学級や予備校な
どにおける授業の実践研究を通して人1111の発達可龍性である人間教育のあり }jを向い求め続けて、「つ

いには、教育の根成に f分の心が必要(制であることを究明するに弔って、

門がギリシャ哲学、特にソクラテスですので、どうしても授業をソクラテス的な f問答』に引きゥけ
て孝えJ(36) る救脊科学的授業側の擁立、ひいては教育哲学的人間j教官鋭を形成するに予.ったと討って
も良いであろう

ところで日向泉氏は、林竹二先'!:.の「綬業jについて、「後1f.の先生は授業の変革を求めることは止
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めなかったが、学校そのものの在り方を問う五向に、より集中されJているので、「したがって、
ぬま授業と丙われるときよりも、同じ言葉をmいながら、 JL八二 ':':W }J)吋時は活かに狭い意
味で、使っておられたのであるJと指捕した"，で、「このため、林先生の“綬業"と自」言でうのは誤り
であろう j怖と強調している。そしてnIftJ康氏は、「たしかに、一九七o:'rr卜)Jにi初めて“技業"を
みられてから、先生は故期まで“授業'と離れることがなかったが、これらを才吊して仮に『先生の

とi呼ぶならば、第期、第て1t号、第三期とするiベ分けが必要J(4ilJであると力説しているヮそして
日前j康氏は、林性;一二先生の「授業jについて、全体を三期ないし同期に次のように「区分けjしているの

「第-期はその初期から片山津における講演までてあり、第二期はそれから r協JlUにおいてある
える時期までであり(一九七九年後学から)、第:期はそれ以降ということになるだろう

あるいは、第一期を沖縄行(--九七五年五月が初回)の直前によって以切り、全体を同期に分けてよ

いかも主11れな

に|刻して、

って、 しく求めながら、ついには、教nの桜成に
の心が必要という、 ての舵lJ'へと凝縮してゆくのであるJ(，13) と指摘している。

H rrij康氏は、この「教育の根底に の心が必要という、先生の哲学の身を持つての提示Jを、
“十芝業"のことをけにされるが、だからといって、少なくとも、第 i期(あるいは第四

としてとらえることは不適当であるJと強調して、「むしろ、
の教育論の具体的展罪、または先生の朽の実践として与えるべきではなかろうかJ(lil)と七版している
しかしながら、私は、このLI向療氏の林竹:二先生の授業論に学びながらも、林竹士.先生が教育哲学

的授業観を確立するにポる全国の小学校・ r{l学校‘高等学校、r，tiには家庭学級や子慌校などのほぼ14

年間に亘るJ受業実践の巡礼は、林竹二先生が fわたしは投業をすることによって、 nj'能性をき

そして[そのうぐろうとしていたJ(刷、第一期の新しい教育の実際を体験

ち、わたしの授業は、次第に、子どものおJ能性をさぐるた

第二期の援業を桜本から考え直す授業:変革(改革)

つよくしていっ

ト・授業-をやって見て、

はじめて、私iことっては、ソクラテス以来の教育の本質的な問題を学校教育のなかで、追求する道が開

けてきたJ(50)、第 i期の学問に基礎合間く教青科学的授業観の確立の時期など大きく:つのIfS:矧
ていると彩えているのこのことは、多少示唆的ではあるが、林竹二先生の次の再築から

ることができるであろうの

たしは校業の研究者ではないむかつて一度も、わたしは授業を研究のIr対象j と与えたことがな

いのである。わたしはただ、初対面の子どもたちとの、 I寺関だけの、授業とも言えない授業を根気

よくつづけてきたりそしてその行為を通じて、わたしは向かをたしかめようとした。はじめのあいだ、

わたしは授業をすることによって、投業のnj'能性をさぐろうとしていたような気がする。そのうちに、

わたしの投業は、次第に、子どものiす能性をさぐるための常みとしての志味をつよくしていったり技

業の成立がわたしの重大な どもがふかいところにしまいこんでいる可能性がづ

出されうるかどうかが、その成立にかかっているからである

そこで最初に林官J先坐の教育析学的授業観を確立するに到る、

霊 第総期 新しい教背の実際を体験し研究する授業研究の時期

iベ分
「私が一心に技業の問題を追求していJ(，，0) く、

いっぺん授業というものをしてみたかっ

22日の符城教育大学隙嬬小学校6年 1

とIiう簡ij1.な

のJ受業「開

-50 

しい教育の実際を体験

は、「私(林竹二先主)は、

年lO)J
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出i芋大会における講演直前まで、の約?年間であるのもっとも RIrl1康氏は、この第一期の授業研究を、

林竹二先生の沖縄行(一九七五年7i.Jjが初 lqI) の直前によって ~-I;IJ り、 1975 (昭和50)

林先生が青森県七戸町城市小学校4年に体問育館で行った校業「人間について」までとし、 -九七五

手1150)年五月の沖縄行から1977(昭和52)年8月4Hの汁1[1 i:f:大会における講演直前までを第二期と

して灰分けをして、全体を四期に分けてよいかも知れないJ(52) と述べている。

既に再三触れたように、第一期j における林竹三光II~の綬業実践の巡礼は、 1970 (昭和45)年10月22

FIの日城教育大学附属小学校6年 l組の授業「開IK1Jから始まって、 1977(昭和52)年8月4Hの日偏
山津大会における講演までのが~7 間に、「林竹二:・授業実施日記諒J (53)によれば、小学校・

高等学校、医には小学校特殊学級・養護学校・家庭学級において全体で約250同の授業を実践しているむ

なお、 年 8JJ4 F1の片山津大会における林竹二先生の講演の l~{前の授業は、 1977 (矧

!高校2年ltに対して行われた「人間についてJである。これら林竹
問についてJr人民について(カラマ) rことばJrブ

っているが、 につし トップで、つ

辻、 fわたし

) 1 IIIJ城南小字校4'rl".に?本台加でlrった164UれH3

についてJまでの、第一期前期の綬業実践の肉、紙幅の関係から1970(昭和45)年とi移行

しい

咋の29rfiIまで及び1974(U日本U49)年の146から150まで、そして1975

「林竹1・校業実施r'i記録Jからここに飢雑を厭わず時系列的に記載してil'i:きたいの

部;ひ 月 H 

1970 (日行手rJ45)

10月2211

2 10月26H

3 lOJJ 27 H 

4 llHllrl 

1971 (刊行手1146){I:' 
、r側y 2 JJ 19討

6 5月初fl 

? 6月25F1 

8 6 Jj 2511 

9 時H2911

10 私丹2911

11 7JJ3L1 

12 ア月 6U

13 ア月 611

14 7 JJ 9 U 
15 7 H 1311 

16 

内容

開IJiI

開国

ソクラテス

IJH IJi} 

人間について

人間について

人間について

入部について

人間について

人出について

人倍について

人関について

人間について

人間について

人tllJについて

人間について

学校名・学年・組(備

官城教育大学附属小学校6{ド1組

宵城教育大学附属小学校6年3組

仙台市立k子高校
日城教育大学的属小学校6{F 2組

1 {I-: 

3午1

31f2 

8年(3年?

1 

-51-



17 8月31R 

18 8月31R 

19 9月4U

20 9月9R 

21 9月9U 

22 9 H 4日
23 9月21日

24 9丹2511

25 10月20日

26 10月21日

27 10Ji 2211 

28 10月22U

29 1OJ] 2911 

1974 (HH手U49)年

146 12月10[1

147 記入なし

148 記入なし

記入なし

し

年

151 1 H 13口
152 1月13日

153 1月11日

154 2丹lラ

155 2月19rI 

156 2月1911

157 2 J127日

158 2月28El 

159 3月211 

160 3 )J 5 U 

161 3月8n 
162 3月13

163 3月1511

164 4 H 16日

体竹;ぅ1[;4.の教育i1f'干て的校業観I

について| 白域教育大学附属中学校1年 1組

人間について i符城教育大学樹霜中学校 1{F 2 

人間について 1 仙台市本跨通小学校6年 1組(第2阿)

について I 域教育大学問属小学校4{f 1組

人間について; 符城教育大学器属小学校4年 2

について I 111J弁市坪沼小学校3年(2 

について! ?ミ城教育大学知属中学校1年 1

問l司 1 符城教宵大学期編小学校6年3

日域教育大学附属小学校G年 l組

宮城教育大学時属小学校6年 2

人間について j tJf城教育大学附属小学校4年4

について i宮城教育大学I~打点小学校 4 年 3 組

人間について i福島県芦松車京111小学校分校4・5・6年合幹

開国 ! 宮城教育大学lift属111学校21:f. 4組

問同 I 11IJh高等学校(3時間)

問問 I 'r9城教育大学附属中学校2年 1キ11
古城教育大学的議中学校2{ド3

開国 ~t;.~;城教背大学問属中学校 2 年 2

問問 ; 東京都T-ft出i又立永出町小学校6
について| 千代m[x~ 立永山町小学校 4 年 1 組

について! 子代間以立永同町小学校4年 3組

人間について i 千代出 lx~ 立永山町小学校 6 年 2

について| 子代田Mι永UJ町小学校G年 3組
人間について j 千代田区立永IH町小学校3年 2来日永井文相参観

人間について; 福島大学教育学部附属小学校4年 4組官前学殺

について| 宮城県岩沼市千古小学校南長谷分校4

人f:Uについて i栃木県矢板市矢板小学校4年 2
人間iこついて| 山形県出形市高瀬小学校 4{l:存

について| 山JlIIIi;ぶ山小学校4{f

人間について; 日城教育大学訴す嵩小学校3年3 1--学級

について| 日本tζ子大学期属

について て)

このように林竹二先生は、第期前期において、 1970([1(1和45)年10月22Hの符城教育人;学的胤小

61ドl組の従業 rt員同jから始まって、 1975(昭和50)年4月16日に林先牛ぬま、
南小学校4年に{本育館で;1j:った授業f人間についてjまでの、約4{ド5か月の開に164[111の多きに民サて、

「わたしは授業をすることによって、授業の可能耗をさぐろうとしていjるので、あるのこの林竹…;先生

の第一期前期jにおける授来;の可能性の探求の問題については、以下において、新しい教育「救科書

教える授業jへの関心、授業とは何か授業の怠味内宵の究明、授業の営みとは何か?など…iつの問問

して考察を 1...'0 
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3.新しい教青「教科書 Iでj教える

林竹二先生の授業実践の巡礼における

とによって、授業の可能性をさぐろうとしてし

敗戦以後(以ド戦後)の、新しい教育である f教科書 iでj教える授業jへの強い関心に見られるの

このことは、林竹ー二先生が「夜、が(符城教育大学附属〉小学校でしたはじめての授業Jの「動機Jに
ついて f新しい教育の実際に、…触れてみたいJ側、「すこし詳しくいえば l教科書で教えるjという
ことが、どのようなことであるかを経験してみたかったのであるJ(掛と吐露していること既に再三触
りである。林作二先生は、fこれはいまから考えると、新しい教育(すなわち教科書 fをJでなく、
教える仕事)の突時に、みるのではなくやってみることによって、触れてみたいという

ったかもしれないJ(~I) と述べている。
なわち教科書 でなく、教科書 教える の実

みるのではなくやってみることによって、

なわ

を教えるのではなく、

この戦後の新教青の「教科書は決して、学宵の日的ではなjくJ教科書は学腎を行うた
として「教科書で教えるJ新しい教宵の実際に、「みるのではなくやってみることによって、触れてみ
たいというねがしリをかねてから有しており、幹竹二先生の授業実践研究の大きな動機ともなっているO

この戦後直ぐの川竜生徒中心の「教科書で教える」新教青は、戦後しばらくの問、「教科書を教えるの

か、教科書で教えるのかをめぐってJの教科書論争を引き起こしているが、その発端となったものが、
戦後の教育改革の中で、当時のおfき文部事務官木岡宏氏が昭和29(1949)年に刊行した『新教育と教

この111で、木間宏氏は、「教科書は絶対的なものではなく、学習のための一つの手段・

と次のように明離に主張している。

と切りかえられた新教育にあっては、教育は、教科書ぬを教えるのでは

.""";>の手段である。教科書は決して、

をことさら r~~

題にしているのは、 f鵜の日 Iタカ

の伝達者でしかありえなかっ

をとれば、『倹約jといえば二円余次郎、という定塑化されたかたちでしか設業展開ができない、柔軟

性のなさであるJ このような同定教科書制度下の「教科書が授業において絶対的な位置をもっJI教
科書を教える」教育に対して本HJ宏氏は、これからの「教師中心から児童生徒中心へと切りかえられ

た新教育にあってはJ、「教科書は絶対的なものではなく、学宵のための-""Jの子段・道具にすぎないJ(刊
と認識して、児窓生徒中心、の(教科書で教える」新教育を主張したのであるのその事山について、木

出宏氏は、大きく次のてっの点を挙げている O

f教科丹は一教材として、 t受業計凶遂行の具となるわけで、あって、教科書;によって教育内容が決め

られるのではなくなるはずで、ある。以前は、教科書をいかに教えるかが問題であったのであるが、

の教育内容を教えるかということが教育の中心問題でなければ

となる

は、

どもの患考
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を促すといった、実践の場での力誌がこれからの教師には必要とされるjと次のように力説している

ように、教科書が授業において範対的な位置をもつのではなく、教科書:心足りなし

を別の教材で捕充し、またときには教科書の内容と対立する教討を提示して子ども

といった、実裁の場での力量がこれからの教師には必要とされる

それでは、林竹二先住が新しい教育「すなわち教科書『をjでなく、教科書[でi教える仕事Jの
実際iこfみるので、はなくやってみることによって、触れてみたいというねがいjを強く抱いた事出は、

にはやIJで、あり何廷に求められるのであろうかの林背二先生が「教科書{をiでなくJと論説して、
これまでの厳需には戦前・戦中、戦後の「教科書 fでj教える「新しい教育j制度が実施されるまでの、

教師の f教科書 Iを~救える{I:事j に懐疑の念を抱いているのは、 f教員養成大学がnïlî範学校になって

を抱いているのであるのこのことは、 r<対談>学問・ぷ:術の追
の1/1で、嘉藤喜博氏が「わたし辻、いわゆる教員養成大学ということには反対で、もとの

いなものが後活することは反対ですjと斤う発言に時応して、林竹一二先生が、「教員

が師範学校になってはだめだということは、わたしもまったく同感ですJ(5:;) と賛同していることから
容易に知れるであろうの林竹先生が師範学校の複治を百;むして、教舗の f教科書?をi教える仕事J

ゐ大きな事rllは、ここで林先生の可葉をYI JtJして紹介すると次の三点にある

を大学において養成することになったのは、戦後の教育改革のなかでも大きな眼日のゆっを

ひそれは、「戦後の教育が教師に課している仕事は、戦前とは桜本的にちがったもの

においては、小学校の教科書を教えるのに必要なものだけを教えたjので、「ですから

ための学校では教青の内科はきびしく限定されていて、それを救える教え 工夫に ;ま

努力すればよいということがたてまえになっていた(鶴点筆者)Jこと、 fそういうことが、教師の
仕事だとすれば、余計な知識や深い思想というもの辻、むしろ有?ヰだとされていたJ(，，7) ことにある。

(3) r戦後になりますと、教科書や、教師のft:事立ついて、…問jち教科書のなかには、同が教えるのを
く織り込まれている、したがってこれを教えることが教師の仕事で、あ

るという考え方は、たてまえとしては、根本から百定されJ(，，1¥)たことである

このように綜竹て先主は、「戦前のよ'?校教育では、教婦のイ1~~は基本的には、 f教科書を教えるj こ

とであり、したがって技業研究といっても、授業のテクニックの研究に鰭いて、真の教材研究を欠い

ていたうらみがあJ仁川ると断じて、師範学校の街活と「教科書 rをj教える仕事Jに反対しているの
る戦前・戦中、戦後の「授業を、教師が何かを{教えるi仕事として捉えていたところ

の誤解があっ

かくし でなく、教軒当:rでJ教える仕事Jの
るのではなくやってみることによって、数れてみたいというねがいJを強く抱いたのである。
は、 1913(大正れ年4)j、栃木誌な女rnlli範学校附属小学校 ('j・1者1STζ主)に入学し、五
(1917λ: 1I・'， 6)年か)、父の転任にともない111形rJj立第一小学校に転校、のち山形県

学校に進んで棚、戦，jijの学校教育において「教科書 iをj教えるJ授業を

*'土、 において、教科芹がし、かに絶対的な存在であったか、その思いIBを

なるくらいまで、そういう門慣があったように思いますが、教科書;を開く前に抑し戴L、たJ

「戦前のや校教育においては、教科書というもの なものでありましたりこんなi活も、さみた

ちは聞いたことがないと思いますが、われわれは1/1学生になるくらいまで、そういう宵'tl'tがあったよ

うに患いますが、教科書を聞く前に押し戴いたりそんなことは考えてみてもおかしいなと思うでしょう什

ーしかし戦前には、教幹書:が権威をもっということが、教育を成りたたせるという与えが、学校

教育の根底にもあったわけです。」代;(1)

54-
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戦前の学校教育においては、教科書は、「教科書を聞く前に押し戴いた」と言うほどに絶対的な権威

をもっていたのである。戦前には、儒教の「論語JIrk:子JI大学」などの経典に準じて扱いを受けて
いた教科書の権威が、その根底において学校教育の成立を保障していたからである。それ故に、まさ

しく「戦前的な考え}jによりますと、教科芹には、同が教えるのを適当だと認めるものが過不足なく

感られていると肴倣されていJ({il)るから、「戦前には、教科書を教えることが教師の仕事として看倣さ
れてられていJ(61)たのである。

「教科書の中には、同が教えるのを適当と認めることが過不足なく盛られている O ゆきすぎも足りな

いところもなく、盛られている。だから教師はそれを忠実に教えればよい。それ以上を教えてもいけ

ないし、それ以ドを教えてもいけないという、そういう考えに基づいて教師は教科書に対することが

求められていた。教科古:を教えることが教日rjjの任務の中心になっていたわけです。J(叫

戦前の教師は、「それ(教科書)以上を教えてもいけないし、それ(教科書:)以下を教えてもいけない」

という考え方に基づいて、「教科書を教えることが教師の任務の中心になっていたJ(似のである。

このように戦前の栃木県立k子師範学校附属小学校・LlI形市立第一小学校・山形県立山形中学校で、

教科書「をJ教える授業を受け学んでいた林竹二先生が、「私は、教員養成に対して責任をもっている
大学の人間として、そして、教育にかかわる学問に携わっている人間の一人として、どうしたら専門

家としての力呈をそなえた教師を養成することができるかという観点からJ(側、新しい教育「すなわち

教科書『を』でなく、教科書:rでJ教える仕事」の実際に非常なる興味と関心を有していたとしても
何等不思議なことではない。事実、この教師の「教科書『で』教える仕事Jの実際について林竹二先

生は、最初は、 1970(昭和45)年の10月22U.26U 、11月11l:lに宮城教育大学附属小学校六年生に自

ら開発した教材(教科書)I開国」で、次いで1971(昭和46)年2月19H、福島県郡山市白岩小学校6

年坐に|司じくじjら開発した教材(教科書)I人間について」で授業を実践して、教師の「教科書(教材)

『でj教える仕事」の実際について実践し体験しているのである。この時の I(教材)rで』教える」授
業「人間について」の実践の所感について、林竹二先生は、 Ir人間について』という主題を選んで小
学校で授業をやってみたのは、人間にかかわる本質的な事実にふれたものであれば、大学においてと

同じように、小学校においても、子どもにふかく考えさせることができるはずだという予想がわたし

にあったわけです。その予想は裏切られなかったと、わたしは感じております(傍点筆者)J州)と述べ

ている。この林竹二先生の人間の本質的な事実にかかわる「教材」であれば、「大学においてとIliJじよ

うに、小学校においても、子どもにふかく考えさせることができるはずだという予想」を「裏切られ

なかったJとiiう所感、と nうより林先生の白伝は、「教材人間について『で』教える」一時間の授業
の充実の中で、「子どもたちが書いてくれた感想の贈り物が私に教えてくれたものJ(日)である。林竹二

先生は、「私の授業に対する、子どもたちの!素晴らしい賜物である感想が、私に教えてくれるものは無

限といってよい。これからも私はそこからいろんなことを学んでゆくだろうJ(81)と確信し断言している。

そして林竹二先生は、人間の本質的な事実にかかわる「教材“人間について..rで』教える」授業を「や
ってみた結果J(66)について、「子どもは点っすぐにそれにはいってゆく。言葉につまずくことはあっても、

事柄はきちんと把握します」酬とやや長文に亘るが次のように論述している。

「わたしは大学で総合コースのテーマに『人間』というものを選んでやっております。『人間』にか

かわる最も基本的、本質的な|問題についてなら、大学の学生も小学校の子どもも、それとふかくとり

くむことはできるはずだとわたしは考えました。このわたしの考えを確かめてみたかったというのも、

わたしが授業をやってみた一つの動機になっています。やってみた結果は、まさに予想したとおりで、

問題が本質的で原本的な問題である場合には、子どもは真っすぐにそれにはいってゆく。言葉につま

ずくことはあっても、事柄はきちんと把握します。しかも大学の学生よりもうた雑物なしに、まともに

問題を受けとめるといってよいでしょう。わたしの授業をうけた、小学校四年五年の子どもの感想文

を読んで、大学のわたしのゼミの学性たちは非常にひ、っくりして、われわれにはとてもこんな的確な
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表現はできないと模声をあげています。子どものなかで、本質的な追求が行われている証拠でないか

とおもいますり(傍点筆者)

そして林竹二先生は、わずか-回の f入時についてJ授業においても、「子どものなかで、 J宇;資的な
追求が行われている証拠jとして、子どもの感想を次のように紹介している口

「五年生の女子ですが、<Jiれこ忠っていた j人間jと、林先性に教えていただいたあとの j人間Jとでは、

ちがうようだ〉ということを古っているのです。また、これはさっさの探究の問題に関することかも

しれませんが、 <0先f主(自分の受持ちの先生)の授業だとつっかかることがなく IHされた間躍がわか
るのに、 f人間とはjという

んだん解けてきて、最後に

むずかしく思えました口だが、少し:考えているうちにこの間閣がだ

間とはjと占う焼問が解けたときは、ふつうの授業には味わえないよ

うなうれしさがあった〉ということ

林竹二先生は、林先生の授業 f人間にゥいてjのfどもの r<請に忠っていた f人語jと、林先!生に
教えていただいたあとの f人間』とでは、ちがうようだ)J、f少し考えているうちにこの問題がだんだ

ん解けてきて、最後に『人間とは~と言う疑問が解けたときは、ふつうの校業には味わえないような

うれしさがあったけと追う感想に引いて、 fこれが子どもにとっての楽しい(うれしい)ということ
も本質的な内容ではないかと思うのですJ(67)と、次のように解説し教示している。
「楽しさと言うことですが、探求への積傾的な参加、さらに、教師から与えられたというよりも自分

で自分に課した容易でない課題を解く努力、その努力のなかにともだちゃ先生も一緒に参加してそれ

をやったりそしてついに糸を解いたという紙験。ーこ

うことの民も本震的な内容ではないかと思うのですJ
どもにとって しい(うれしい)とい

は、 r-rどもにとっての楽しい〈うれしい)ということの最も本践的な内省jは、
への靖極的な参加ム「自分で自分に課した容易でない諜躍を解く努力J，rその努力のなかにともだち
ゃ先生も一諸に参加j して行う、「ついて糸を解いたという経験Jなどであると考えて、 f教材 fで1
教えるj投業においては、「教材 iを』教えるjのではなく、「つっかかることjがし叶寸こ大事なこと

であり子どもにとっての楽しい(うれしい〉授業であるか、を教示しているのであるの

このように林作二先拒は、授業とは「子どもがその経験の中から、本質的なものをつかみとってく

るJJJを育成することであると考え、戦後の新教脊である「教科書・教材 fを』でなく教科書・教材

の大きな教青的意義を求めているのであるわここに林竹コ先生が求めて

いる戦後の「教科書・教材{でj教えるj新しい教育(授業)の大きな教育的忠義をより兵体的にぷ

すと、次の li点を挙げることができるであろう

「教科再で教えるということは、教科書が・つの教材、文字通りの教「持jであるということ、す

なわち、教師が仕事をする場合の手段(風体)であるということの (f事 }II~(軍手T)J (611J 
(2) それで、その教材というものが仰のためιあるのかと日いますと、それは、それがもっともよく
子どもの持っている多誌な可能性を引き出す子段として役立つためでありましてこれが教材にうえ

られている在務である(傍点筆者日制)こと。

じーっの教材であっても、力量のある教師がそれを拙えば、実に見事な機きをしますし、

がなければ、これがただ子どもを縛りつけ、子どもの持っている)Jを封じてしまうj州)こと〉

(4) r教えるということは rJi法的な営みjであるはずjで、「その)j法的な件みとしての授業とただ
これだけのことは覚えろとしゃにむに教えこむ授業を、はっきり (70) しなければならないこと

内教える』ということは、子どもに何かを覚えこませるとは別な何も ることjで、

に、何かを学習させることであるJこと。
は、「教科書・教村で教えるということはj、教脚にとって「教科書・教材jは、「教師が

仕事をする場合の手段〈媒体)J、即ち、教議長が子どもの持っている多様な可能性を ~l き出す手段

であると孝え、ここに「救科書・教材『でJ教えるj新しい教育(技業〉の大きな教育的意義を見出
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しているのであるむそして林竹二先生は、「教科書・教材の生死Jについては、「その教材を、どのよ
うに牛かすかということは、教射の力￥:によって定まる

「ここで、その教材を、どのように拡かすかということは、教師の力呆によって定まるわけですo liiJ 

じーっの教材であq ても、力量のある救印tiがそれを扱えば、実に見事な働きをしますし、誌がなけ

れば、これがただ子どもを縛りつけ、 fどもの持っているhを封じてしまうという、そのような働き
をする場合もあります。そういうところから、教師に大きい}Jj設がもとめられる必要性がIHてくるわ
けでありま

林竹先生の授業理論においては、授業とはどもがその経験の中から、本質的なものをつかみ

とってくる力Jを行成することであるり林作:二先/主によれば、宮城教育大学附弱小学校の授業「人間
について I子どもたちが書いてくれた感想jにな一之されているように、「人IIUについてjの授業実践の

、「子どもにとっても学ぶということが何であるのかを明らかに示していJ るのそれ故に、
が授業:においてfその教材を、どのように生かすかということはム「兵捧的には、…教日iliがーつの教材

をどれだけ探く把えているかという問題になってくるJ17ヘ「教師カ心・つの教材を深く把えていないと、
を蝶介としての子どもと教師の務i識が欠けJ(7:0ることになるので、「教材と子どもとのき

びしい対決の欠けた、ヂ板なJ受業がltまれるJ(i:lJからである

林竹コ先午は「ねがしり泊りに f教科書で教えるj 新しい教育の実際jに
業の j:.体は子どもたちだが、技業をつくることは、教誌の仕事である

ある。

ることによって、

ことを確かめ認識したので

しい教宵とその教科書観は、戦後、「教科書は民間が:llH宇
をもつものに切り替わJI川り、 IIIIJ.~対千百に視数の教科書がJ7ω 存:tEすることになる、「こ

を反映して、また経験主義的な教育観が皆及したこともあって、子ども白舟が白己の純験を

たり、そこでの問題や諜踏を白分で追求したりする、その手がかりとして教科書を使おうとするよ与え

方が広がりを見せた。({，者点筆者)J (77) のである。 戦後の経験主義的な教育・授業倒は、
授業観が、教科占:Iをj教えでさえいれば、 f教締の貰任(仕事)は果たせるJと考えるのに対して、
「学汗者の'1=.泊料験の改善や拡大こそ教育の1I棟であり、そのH擦を連成するためには教科IJの枠にと

らわれないで、できるだけ児-fk・中徒のもつ生き!J:.きとした要求や関心に日詳してその出動fJを展開さ

せるような教育謀れを編成しようとするJぶもので為るの
とすれば、戦後の新しい教育と教科書;観である f教科書で教えるということは、教科書が一つの教材、

文字通りの教[材Jであるということ、すなわち、教師が仕事をする場合の子段〈謀体)であるとい

うことであJ(61) るむ林ff~'-先 l f:.は、「授業とは、何かきまったことを教えることではないのある教材を

り f材料Jにして、 fどもにできるだけふかく、きびしい学刊を組織する営みである
(79) と考えているの従って、林竹先生が、小学校の授業において、教科書「をJでなく

教える新しい教育(械業)を、 fどのようなことであるかを紙験してみたかったJ叫と
は、「教部が仕事をするよ益子干の子段(媒体)である (61)、「その教材を、どのよう

に大きな関心を抱いていたからであろう。このことは、林t'r.:先生が「教材にうえられている
について、「それがもっともよく子どもの持っている多様な可龍性を出き出す子段として役立つ

にあると、既に触れたように強調していることから容易に理解できるであろう。

教員接}北大学の立任1i-として林竹コ先''1:.は、教UI!iが教材の一つで、ある教科討を「子どもの持ってい

る多様な可能性を引きIBす子段jとして「どのように生かすかよ均ち[教科書で教えるj
できるように、「どうしたら専門家としての力量をそなえた教締を養成することができるかJ、f教師に
は、教材を深く把えるhをどうしたら養えるかJと抗う大きな教H養成の課題を感じ取っていたので
あるひ 1974(昭和的)年に、林竹コ先生が、?ヰ城教育の学長として、「綬業をあくまで、も人間的・

創造的な実践として全体的にとちあっかうJ、f授業の実技研究を行ない、すぐれた授業の創出に寄う

)
 
，、，i
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することJを目的として校業分析センターを した大きな3甲山もここに求められる

紙幅の関係で示完である。本語の「阻 第一期 新しい教宵の実際を体験し研究する授

」の考察は、1.第一期の授業研究の区分、 2. 第一期前期の授業主践の記録、 3.新:

しい教育「教科再 fで教える授業jへの強い関心、に止まって、残された 11.f受業と

及び 15.授業の常みとは何か?Jの考察については、次11IJに誠ることにしたいり
辻、十日l[j腕の民学説小学校長杉原法子氏に宛てた書簡の小で、林先'1:，の f綬業に対する

ように強調しているの

「在、は模範授業をやっているきもちは全くないのですり子供の可能性をさぐっているのですの

を務範授業と見られるのが何よりも苦痛なのです口どう議ffっても、そういう見Hしかして喪えない
ので、私は現場との関係を絶ったのですり授業はくるしんで日分でつく均一上げるほかないものですり

そして授業するものに一番求められているのは、子供のもっているかを七じることですのそれは神を

信じるのと一つのことですむ

言主

( 1 )波宮1~ i: H保[編集を終えて l 、|王11'，社総集部編 ~'ff竹:その思索と行 W.JI 3m f{ 

( 2) 1 J JítJlぷ{先生を送る」、 11<11:社編集部福岡本竹コその思索と 1i動.~ 282 ri 
(:1) il支部金五郎[編集を終えてム i五11:社編集 ì'il~細川本??:その思索と行動11 :302訂
(4 )齢、沢北治 i 舵業」、第・法措 f教育学大事 ~I!，3JI 333 fi 
ヂ成 3年2)J8n討の大学審議会符111r大学教11の改rf.について{芥IP)J (会長イ ílll)官、雄)に、大lf:，l究開 l，~待;の

規定の{校業の ĥilJについて、「校業は、講義、 'X!投・ 'X問、 j寅習もしくは実技のいずれかえ砕JlHこよりむう
と1f:，記しているのそしてその趣旨につし、て、次のように 1\~V9j しているり

I (6i 託業の方法については、本規定のように限定的にぷ牟でぶすよりも、各大学の部立 r夫による多帳なJj法が可
能となるような規定にじ文めるべきではないかとの指摘もあるが、本来、本出;むが設けられた鵬汁は、究会'1五iの大学
で、;立、特iこ人文字I，q:、社会科学に関する科日のJ受業は、講義だけによるものが多かった状出にかんがみ、講義以外の、
例えば摘すi写のJii去があることを周知させ、これを保すことにより、大?教育の充実に資することをぷ[:立|したもの
であるの IIlJi組はむしろ本殿定によりぶされている議押等の授業}j法ですら必ずしも光分にiti討されていない点にあ
、今後ますますゼミナール形式の授業なとε教却と学斗:の触れ介いを通じた教育が前説されるる要があることから、

本規定については、このまま存続させることとし、その踏段が iづrj-'[:.かされるよう各大学が期待されていゐとゲろ
である

( 5)μ!以静子[大学綬来:の改"，":J、i五[I:tl: r教fl9，1996No， 604.~ 96訂
(6 )ノkJI:道雄 r，Lt!i仏、t討すことJ、[KI"，社編集部制[林竹;その思示と行進b.!20 (( 
林1"J・:先生の授業については、多くの関係符が校業を参観し評価を加えているが、林竹:先11うの i教官が|虫りな
く官学に近い f受業の'jJ怒について最も適時に lU廷し詳細している参問主は、吋If与の1Ì<.Jl:道難文部大 I~~であるい永

井道雄文部大田は 1975(新手1150)イド 2H 19丹、林光司ミがJI<.UJ 111]'小学校3年2キtiで「人|同についてJ0)版業を行っ
た時、、'i吋のノ'I<.)j:近畿文部大1:~が考会制して、林先生の|械業では、先生と fどもたちとの呼殺があっており、日本

の教育界に、先'U持n身がながく研究された fソクラテスのIlij芥jが民IJfJ;されていると感じた。J(11林竹二その忠
告と行動~ 20 u)と、次のように述べているけ
打点1111野小学校で小学fドに話をしたとき)夜、の扶-tg5が終わると、在、は、林竹;先'EO)綬業に'来ÎJされたり jt/tは、
にこにこして、人1111(こ、たや諮などの動物との鋲1はず1:と追いについて、 fどもたちに号えさせているところであっ
た。…...rどもたちは、 Jl;えよく発11し、党三しながら、与えているようであったυ あとで、林先生にうかがうと、
f どもの以が光りかがやけば、 J受業は成功だが、この光をひきだせなければ~J:11 だ、ということであったり純~では、
先生と fどもたちとの呼吸があっており、日本の教ffW¥こ、先'[:，街JI'I身がながく研究された fソクラテスのIHl符j
が民間されていると感とたoJ(r林作:その思索と行革i).~ 20 
ア)林111' " ~.教えるということ，~ 182氏、図上新Jj
(8) "山菜「幹竹:さんのこと」、 l1tIJ'，社編集部細川本竹:その思索と行動JI16 r! 
( 9)上出薫{林竹二さんのことJ、11<[士社制集部制 l林竹:その忠宗と行動JI 13 ri 
(10)波多野完治 rU(1和の大教育許人同 1:十f:制集部編日本竹:その思ポと行動JI91¥訂
林竹， ~.学ぶということ 102rt、[itl十新占

(12)林竹予ぶということJJ59(t¥[1<11:新占:

なお、林竹二先生の教ffi守学的人IIIJ教ft観については、 diJI:没I~氏の次の誌肢が仲:めて示践的である ω

「林先恨の、アリストテレス、ソクラテス、プラトン、あるいは111'11正造、 u有札、主主Jt:実:1奮の{明党や大学改革、
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そして授業、これらはみんな関連あります。干らな弓葉で弓いましたら、白分が何をすべきであるかを、人は知ら

なければならないり何をすべきであるかとわかれば、そのとおりしなければならない。その、何をすべきであるか

とわかれば、次々にこういうこともしなきゃいかん、ああいうこともしなきゃいかんというふうに、展開してゆく

ものであるのだから、それ(大学改革や授業)をことごとく、道筋に従って、実践し尽くさなきゃならない。それが、

ソクラテスの精神だと思いますの(J¥j井一三郎氏)J(r林竹三その思索と行動j58頁)
(13)林竹二『抗く美しくなったソクラテスj、序 ifi
(14)日向康「先生を送るj、|正U:社編集部編『林竹三その思索と行動j283 fi 
(15)大塚久雄日人間についてjと私J、国七社編集部編『林竹一二その思索と行動J9 fi 
(16)伊藤功一「城南小におこったことj、図上杜編集部編『林竹二その思索と行動j206頁
林竹二先生の「授業の組織jの問題については、紙幅の関係で次の機会に具体的に考察を試みることになるので、

ここでは林竹:先'tの次の丙葉を紺介することだけに止めて置きたし、。

「実は私は授業のなかでfどもたちが!'IFI=Jにものを弓ーってくれないと、授業が思うように展開できないのです。 I副
，'，みもない。私は、子どもからでてきたn・可だのつぶやきを、大事な子がかりにして、授業を組織したいのですo
fどものLJからこぼれてくる"¥葉 つぶやき、ひとりごとみたいなものが聞きとれないとだめなのです。 rども
の気持のなかにゆらいでいる、まださだ、かに形をとっていないものが、教師に見えてくることが、授業の肉づけに

なるのです。授業のなかの fどもの活動をいろいろの枠でしめあげてしまえば、 この大事な子がかりうしなわれ
てしまますの(傍点竿者)J (林竹三『授業の成立j11頁)

(17)小野問、V:1林竹二における学IHJ-r自分の子に神を携えている苫jたちとのたたかい-J、[玉L-t:社編集部編『林竹
:その思索と行動~ 34 ri 

(18) 1¥}Ji(修 Ir学ぶということ』のMとしてJ、同上社編集部編『林竹二その思索と行動j267 ft 
(19) 1林竹二略年滑j、[:liJ1:社編集剖i編『林竹二その思索と行動j299頁
(20) H向康「林竹二・授業実施n記録j、思想の科学社『思惣の科学 NO.69， 11. 1985j (11月臨時増刊サ林竹:研究
のために)133肖

(21)林竹~ r授業人間について.~ 181頁
(22)鶴見俊輔「林竹二先生j、国士社編集部編『林竹コその思索と行動j290頁
(23)林竹二『教えるということj236 U、|五l上新Ji:
この 11判定した校業制jについては、昭和50(1975)年4月16日、 卜和川けiの城市小学校 4 年 1[:. に林竹二先Il~

が「人間についてjの授業を行ったl時、林竹;先生に傾倒して止まない当時の城市小学校長伊藤功一氏は、この城

市小学校の体育館において 4年11:にJ受業行われた「人間についてjの模様について、「あれは授業とは弓えないと、
多くの教師たちがきめつけたにも拘わらずJ、4年生の fどもたちは、「異常なほどの授業に対する集中ぶりを示し
たのであったjと次のように記述しているυ

「そのUの授業"人間についてjを受けたのは|川年作の fどもたちであった。周聞に間五O名の教師たちが参観し
ているにも拘わらず、 子どもたちは活発に先生の質問に符えたの『人間は動物だろうか』という重い問いに対して

である。しかし、次々に，'，分の，立見を述べた fどもたちは、その答えの根拠をたずねられると、次第に沈黙していき、
やがて発誌がなくなったのである。そして授業は、林先生が時折り問いかける応答を必要としない質問をはさみな

がら、いわば講義のようなJf~で、進行していった。そんな授業を参観しながら、在、を合めて多くの教自lîが、せっかく

fどもたちが発， iしたのだから、なぜそれをもっと採りあげてやらないのかと不満を抱き、逆に林先生が子どもの
党誌をつぶしていくことに強し、反擁を感じたのであった。だから、授業終 f後、参観の先生万に古いていただいた
感忽の多くが行定的なものであった。あれは校業というものではなく、押しつけの典明だというものや、 '~l きり

の授業だからできるので、到成平常の授業ではやれるものではないというものから、林先生の戸が低いとか、ビー

パーの与点の提ぶのしかたが不親切だとかというものにいたるまで、Jl:倒的に批判の感想が多かったのであったの

私たちがなぜそのような批判を汗いたかと甘えば、それまで私たちが抱いていた『よい援業』のイメージから、林

先生の授業はおよそかけ離れていたからである。………ところが、授業終 f後に fどもたちが書いた感想は教日iliの
それと全く異なっていた。あれは授業とは甘えないと、多くの教師たちがきめつけたにも拘わらず、 fどもたちて、
ーまわりに(参観の)先生がいたので、は
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(36)林竹六 f投策:人1mについてJ205 fi 
はわ林竹二『綬業人院について.JI205 TI 
(38)林竹授業人間について 200([ 

(39)林竹， 11'授業人聞についてJ199 J.'i 
林竹;先生は、斎藤言:t事1¥;0)r著作とのであい(稲垣忠立氏けについて、本主tl".~先生ごI'l身が「これは京縁先
生のおかげだと中し 1'，げたいんですが、経来:というものをやってみようという討がおきてJ(1人間についてJ199 
([)， 1それが授業をやって見て、大げさな誌い主になりますが、教育の;現実、しかも、具体的な学校教育にきりこ
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